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令
和
3
年
第
1
回
山
ノ
内
町
議
会
定
例
会
は
、
3
月
1
日

か
ら
19
日
ま
で
の
19
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
側
か
ら
は
、
専
決
処
分
の
報
告
1
件
、
専
決
処
分
の
承

認
2
件
（
令
和
2
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
｟
第
7・8
号
｠）、

2
年
度
一
般
会
計
ほ
か
6
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部

改
正
8
件
、
令
和
3
年
度
一
般
会
計
を
含
む
8
会
計
予
算
、

人
事
案
５
件
が
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
受
理
、

承
認
、
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。
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専
決
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分
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承
認

　
歳
入
歳
出
総
額
を
1
億
２
５

６
２
万
円
減
額
し
、
87
億
６
８

７
１
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
各
事
業
費
確
定
見
込
み
に
よ

る
減
額
補
正
が
主
な
も
の
で
す
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

〇
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金　
２
０
０
０
万
円

〇
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事

業
補
助
金　
　
　
４
２
１
万
円

〇
ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
　
　
　
　
　
４
０
０
０
万
円

〇
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
△
１
億
３
０
３
万
円

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

〇
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
事
業

　
　
　
　
　
　
　
４
２
１
万
円

〇
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
防
止
基
金

積
立
金　
　
　
１
６
０
７
万
円

　
歳
入
歳
出
総
額
に
８
０
０
０

万
円
を
追
加
し
、
88
億
９
４
３

２
万
円
と
す
る
も
の
で
す
（
1

月
29
日
専
決
）。

　
町
道
除
雪
に
８
０
０
０
万
円

を
追
加
。
費
用
総
額
は
2
億
２

０
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
総
額
に
５
４
４
３

万
円
を
追
加
し
、
88
億
１
４
３

２
万
円
と
す
る
も
の
で
す
（
1

月
13
日
専
決
）
。

　
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
一
時
停
止
の
中
で
、

観
光
関
係
団
体
か
ら
の
要
請
を

受
け
、
観
光
地
組
織
維
持
等
に

緊
急
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

〈
歳
入
の
主
な
も
の
〉

〇
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
確
保
事

業
補
助
金　
　
　
２
９
７
万
円

〇
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
５
１
２
０
万
円

〈
歳
出
の
主
な
も
の
〉

〇
新
型
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
事
業

　
　
　
　
　
　
　
２
９
７
万
円

〇
飲
食
店
コ
ロ
ナ
対
策
支
援

　
　
　
　
　
　
　
２
０
０
万
円

〇
宿
泊
促
進
ク
ー
ポ
ン

　
　
　
　
　
　
４
８
３
７
万
円

〇
観
光
地
組
織
維
持
支
援

　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
万
円

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

観
光
関
係
緊
急
支
援
に
約
８
０
０
０
万
円

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

ふ
る
さ
と
寄
附
金
４
０
０
０
万
円
増
額

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
８
号
）

町
道
除
雪
に

８
０
０
０
万
円
追
加

４人態勢で稼働するワクチンコールセンター
（保健センター内）
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消防団員の機関訓練

第１回定例会
特
別
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例

人

事

案

件

条
例
の
一
部
改
正

消
防
団
員
の
報
酬
を
増
額

　
非
常
勤
の
消
防
団
員
の
う
ち
、

班
長
、
団
員
、
機
能
別
団
員
の

報
酬
年
額
を
引
き
上
げ
ま
す
。

支
給
方
法
も
個
人
口
座
へ
の
振

り
込
み
に
な
り
ま
す
。

　
伝
染
病
防
疫
手
当
を
感
染
症

予
防
等
作
業
手
当
に
改
め
ま
す
。

　
職
員
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
か
ら
町
民
の
生
命

お
よ
び
健
康
を
保
護
す
る
た
め

に
行
わ
れ
た
措
置
に
係
る
作
業

の
う
ち
、
患
者
も
し
く
は
そ
の

疑
い
の
あ
る
者
に
接
し
て
行
う

作
業
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

作
業
に
従
事
し
た
と
き
に
感
染

症
予
防
等
作
業
手
当
を
支
給
し

ま
す
。
日
額
は
１
０
０
０
円
。

患
者
お
よ
び
疑
い
の
あ
る
者
の

身
体
に
接
触
し
て
行
う
作
業
に

長
時
間
従
事
し
た
場
合
は
１
５

０
０
円
に
な
り
ま
す
。

職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る
条
例

令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険
税
は
改
定
せ
ず

　
第
８
期
介
護
保
険
計
画
（
３

～
５
年
度
）
初
年
度
と
な
る
３

年
度
は
、
介
護
保
険
料
見
直
し

の
年
に
な
り
ま
す
が
、
町
側
は
、

2
年
度
高
齢
者
福
祉
介
護
保
険

委
員
会
（
第
３
回　
１
月
28
日

開
催
）
に
「
第
8
期
は
保
険
料

据
え
置
き
」
の
方
針
を
説
明
し
、

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

３
～
５
年
度
介
護
保

険
料
を
据
え
置
き

　
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
は
、
２
年
12
月
21

日
会
議
（
第
２
回
）
を
開
催
し
、

3
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
町
側
か
ら
は
、
3
年
度
の
県

へ
の
納
付
金
が
ほ
ぼ
前
年
度
並

み
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
、
基
金

残
高
を
考
慮
し
た
上
で
保
険
税

は
据
え
置
き
と
し
た
い
、
と
の

方
針
が
示
さ
れ
、
こ
れ
を
了
承

し
ま
し
た
。

新
副
町
長
に
前
県
民

文
化
部
長
の
増
田
氏

増
田　

隆
志
（
60
歳
・
横
堰
）

　
任
期
は
と
も
に
3
年
4
月
1

日
か
ら
7
年
３
月
31
日
ま
で
。

山
嵜　

廣
一
（
73
歳
・
宇
木
）

　
任
期
は
３
年
４
月
３
日
か
ら

６
年
４
月
２
日
ま
で
。

小
林　

 

一　

  （
67
歳
・
上
条
）

　
任
期
は
３
年
6
月
17
日
か
ら

６
年
６
月
16
日
ま
で
。

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

農
業
委
員
会
委
員
の

任
命

　
任
期
満
了
に
と
も
な
う
委
員

選
出
に
お
い
て
、
町
長
が
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

佐
藤
次
雄　
　
沓
野　
　
　
新

上
原
仁　
　
　
寒
沢　
　
　
現

白
鳥
金
次　
　
菅　
　
　
　
新

藤
浦
忠
弘　
　
本
郷　
　
　
現

望
月
美
知
子　
下
須
賀
川　
現

湯
本
浩　
　
　
上
条　
　
　
新

下
田
和
浩　
　
表
落
合　
　
新

福
井
敏
彦　
　
乗
廻　
　
　
新

渡
辺
輝
子　
　
宇
木　
　
　
新

山
本
善
孝　
　
佐
野　
　
　
新

齋
藤
蝶
次
郎　
横
倉　
　
　
新

湯
本
貴
文　
　
宇
木　
　
　
新

北
原
元
明　
　
戸
狩　
　
　
現

小
池
俊
治　
　
前
坂　
　
　
新

　
任
期
は
３
年
４
月
15
日
か
ら

6
年
４
月
14
日
ま
で
。

　
任
命
に
あ
た
っ
て
は
、
委
員

の
過
半
数
を
認
定
農
業
者
等
と

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

推
薦
お
よ
び
公
募
の
結
果
3
人

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
外
規
定

を
適
用
し
、
認
定
農
業
者
に
準

ず
る
者
5
人
を
加
え
て
過
半
数

と
す
る
も
の
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
伴
う
例
外
規
定
の
適
用

新
し
い
農
業
委
員
会

委
員
決
ま
る

〇
副
町
長
の
選
任

〇
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

非常勤の消防団員の報酬（年額）
　　　　　　　　　　単位：円

旧報酬 改定額 新報酬

団　長 200,600 200,600

副団長 129,300 129,300

分団長 72,200 72,200

副分団長 52,100 52,100

部　長 45,400 45,400

班　長 17,600 ＋7,400 25,000

団　員 12,400 ＋7,600 20,000

機能別
団　員 6,400 ＋3,600 10,000

区分 内容
税率

医療
保険分

後期高齢者 介護
保険分支援金分

所得割 加入者の所得に応じて計算 4.80% 2.10% 1.70%

資産割 所有する固定資産税額に対して 15.50% 7.50% 6.50%

均等割 加入者 1 人あたりの額 23,000円 10,000円 11,800円

平等割 1 世帯あたりの額 21,400円 8,200円 6,400円

令和３年度国民健康保険税率



論戦
ズバリここが知りたい

新型コロナウイルスワクチン接種、観光業
支援策、学校教育環境　など

① 山本　岩雄

・児童・生徒一人一台の端末配備について
・新型コロナウイルスワクチン接種について
・町の環境対策について　　・公園整備について
・メガソーラー対策と景観条例での対応について

② 徳竹　栄子 
・コロナウイルス感染症拡大が及ぼす町民への影響について
・観光事業者に対する新たな支援策と国・県への支援要請について
・新型コロナワクチン接種の対応について

③ 布施谷裕泉
・新型コロナワクチン接種の態勢づくりに向けて
・教育・保育環境の整備拡充に向けて
・住宅火災から命を守るために

④ 渡辺　正男

・新型コロナウイルス感染症対策・支援策の進捗は
・小学校の適正規模・適正配置に対する基本姿勢は
・個人情報保護とマイナンバーカード活用の今後は
・国民健康保険特別会計の現状と今後の見通しは

⑤ 望月　貞明
・新型コロナの影響と対策について
・学校教育について
・国土強靭化地域計画について

⑥ 西　　宗亮 ・新型コロナウイルス感染症対策について

⑦ 白鳥　金次
・令和３年度予算について
・新型コロナウイルス感染症対策は
・(仮)すがかわふれあいセンター建設について

⑧ 髙山　祐一
・子ども議会に替わる学習発表会について
・新型コロナウイルス感染拡大の対応策について
・国登録有形文化財の老舗旅館消失について

  ３月３日、４日の２日間にわたり行われました。
　一般質問とは、住民から重大な期待と関心を持たれる大事な議員活動です。議員がその市町村の行政
全般にわたって、執行機関の疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。議員主導による政策議論
であることから、執行機関も十分な準備が必要となるため事前通告を行います。
　質問者 1 人の質問時間は 25 分です（答弁を含めて概ね 1 時間）。
　今議会の登壇議員は８人、傍聴者は延べ 18 人でした。

議会だより第124号令和３年４月 30

※感染症拡大防止のため、議員・答弁者・傍聴人全員がマスクの着用・手洗い等を行い、議場内は演壇
　と質問席に仕切り板を設置し、開催しました。休憩時には換気を行い、傍聴人数も15人までとさせ
　ていただきました。ご理解ご協力いただきありがとうございました。

一般質問



　
　
　
　
　
　
　
　
　

アナフィラキシー対策は
健康福祉課長－ショック症状には医師により緊急対応をする

国も県も迷ってい
る新型コロナウイ
ルスワクチン接種。
大丈夫？！

質
問　

進
捗
状
況
は
。

教
育
長　

小
学
校
へ
は
昨
年
12

月
23
日
、
中
学
校
へ
は
1
月
12

日
に
搬
入
さ
れ
た
。

質
問　

配
備
に
伴
う
課
題
は
。

教
育
長　

ま
だ
十
分
に
端
末
機

能
を
利
活
用
で
き
て
い
な
い
が
、

各
学
校
お
よ
び
教
育
委
員
会
で

情
報
を
収
集
、
共
有
し
て
る
。

質
問　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
採

用
は
。

教
育
長　

中
学
校
は
令
和
３
年

度
教
師
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

導
入
を
予
定
。
小
学
校
へ
は
令

和
６
年
度
の
教
科
書
改
訂
に
向

け
て
情
報
を
共
有
し
て
い
く
。

質
問　

児
童
生
徒
向
け
の
ク
ラ

ウ
ド
Ｉ
Ｄ
の
取
得
は
。

教
育
長　

一
人
一
つ
の
Ｉ
Ｄ
を

発
行
。
小
学
校
は
ア
ッ
プ
ル
Ｉ

Ｄ
、
中
学
校
は
オ
フ
ィ
ス
Ｉ
Ｄ

を
取
得
し
た
。
Ｉ
Ｄ
の
命
名
規

則
に
つ
い
て
は
県
が
提
案
し
て

い
る
10
桁
の
Ｉ
Ｄ
を
発
行
す
る
。

質
問　

準
備
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長　

国
か
ら
の
情

報
が
日
々
変
わ
る
中
、
確
認
し

な
が
ら
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い

る
。
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
を

予
定
、
接
種
券
の
発
行
は
、
65

歳
以
上
は
３
月
中
に
発
送
。
64

歳
以
下
に
は
そ
れ
以
降
の
発
送

の
予
定
。
接
種
の
問
い
合
わ
せ

や
予
約
の
対
応
は
、
３
月
下
旬

に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
を

予
定
。

　

接
種
体
制
に
つ
い
て
町
内
の

医
師
と
協
議
。
中
高
医
師
会
か

ら
は
山
ノ
内
の
状
況
に
十
分
配

慮
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

建
設
水
道
課
長　

平
成
30
年
12

月
条
例
改
正
で
太
陽
光
発
電
の

届
出
に
つ
い
て
明
記
、
追
加
を

し
た
。
築
造
面
積
が
20
㎡
を
超

え
た
際
は
届
出
を
求
め
、
審
査

す
る
。
深
刻
な
課
題
が
生
ず
る

場
合
は
、
景
観
審
議
会
で
も
審

議
。

建
設
水
道
課
長　

建
設
水
道
課

は
渋
公
園
、
み
ろ
く
公
園
、
象

山
公
園
、
夜
間
瀬
川
緑
地
公
園
、

夜
間
瀬
川
河
川
公
園
の
都
市
公

園
と
児
童
公
園
、
人
権
政
策
室

は
け
や
き
児
童
公
園
、
観
光
商

工
課
は
や
ま
び
こ
広
場
、
農
林

課
は
よ
ま
せ
ど
ん
ぐ
り
の
森
公

園
、
健
康
福
祉
課
は
旧
北
部
診

療
所
の
周
辺
広
場
を
管
理
。
管

理
に
つ
い
て
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
委
託
を
し
た
り
、

職
員
に
よ
る
維
持
管
理
、
指
定

管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理
を
行

っ
て
い
る
。

質
問　

象
山
公
園
の
管
理
は
。

建
設
水
道
課
長　

町
の
合
併
に

伴
い
町
の
都
市
公
園
と
な
っ
た

が
、
地
元
が
造
っ
た
公
園
と
い

う
こ
と
か
ら
地
元
で
も
協
力
を

い
た
だ
き
き
た
い
。

質
問　

下
水
処
理
で
除
去
で
き

る
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

下
水
汚
泥
に

吸
着
さ
れ
た
分
は
除
去
で
き
る

が
、マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
研
究
が
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は

現
在
の
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い
。

渋公園の清掃当番看板

児
童
・
生
徒
へ
の

端
末
配
備

質
問

山本岩雄のつぶやき

山
や ま も と

本 岩
い わ

雄
お

町
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
状
況
は

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
へ
の

景
観
条
例
で
の
規
制
は

町
の
公
園
整
備
の

管
理
は

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
流
出
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

一般質問

31 令和３年４月 議会だより第124号

※１

※１　アナフィラキシー：
アレルギーの原因物質
が体内に入ることに
よって、一つの臓器に
とどまらず複数の臓器
に強い症状が現れる過
剰反応のこと。

※２　マイクロプラス
チック：最近北極海で
見つかって話題になっ
た平均１ミリ程度の微
細なプラスチック。そ
の９割がポリエステル
などの化学繊維由来と
されている。

※
２



一般質問

議会だより第124号令和３年４月 32

ス
キ
ー
観
光
の
危
機
、国
・
県
へ
支
援
要
請
を

町
長
―
観
光
庁
、
県
知
事
へ
支
援
要
望
を
し
て
い
く

２年３月に特効薬の
開発の願いをつぶや
いた。ワクチン接種
が始まる。希望を持
ち諦めず、もう少し
の我慢。

質
問　

町
民
税
の
収
納
状
況
は
。

税
務
課
長　

町
民
税
現
年
度
分

収
納
率
は
１
月
31
日
現
在
73
・

95
％
で
前
年
度
比
2
・
12
％
減
。

入
湯
税
は
65
・
51
％
の
収
納
状

況
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
顕
著
に

出
て
い
る
。

質
問　

固
定
資
産
税
の
支
払
い

猶
予
件
数
と
金
額
は
。

税
務
課
長　

１
月
31
日
現
在
38

件
約
７
７
７
０
万
円
で
あ
る
。

質
問　

来
年
度
分
の
固
定
資
産

税
減
免
申
請
数
と
金
額
は
。

税
務
課
長　

２
月
１
日
現
在
２

２
４
件
、
約
２
億
８
２
０
０
万

円
で
あ
る
。
固
定
資
産
税
２
年

度
未
納
者
は
猶
予
者
を
除
き
、

３
９
９
件
約
５
７
７
０
万
で
あ

る
。

質
問　

厳
し
い
状
況
の
中
納
税

者
へ
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
が
。

税
務
課
長　

納
税
相
談
の
中
で

分
割
納
入
に
応
じ
て
い
る
。

質
問　

長
期
的
な
分
割
収
納
の

対
応
は
で
き
な
い
か
。

税
務
課
長　

法
に
従
い
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

３
年
度
は
減
免
だ
が
、

２
年
度
売
上
激
減
の
観
光
事
業

者
は
４
年
度
が
さ
ら
に
厳
し
い
。

基
金
を
活
用
し
軽
減
支
援
を
。

町
長　

観
光
連
盟
の
皆
さ
ん
の

要
望
、
ニ
ー
ズ
を
聞
き
、
的
確

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

当
町
の
ス
キ
ー
場
の
宿

泊
施
設
は
、ス
キ
ー
修
学
旅
行
、

大
学
ス
キ
ー
部
、ス
ポ
ー
ツ
サ

ー
ク
ル
の
合
宿
等
団
体
客
が
主

力
で
あ
る
。団
体
キ
ャ
ン
セ
ル

は
１
０
０
が
０
に
な
る
。こ
の
実

態
が
国
・
県
に
届
い
て
い
る
か
。

町
長　

昨
年
、
観
光
庁
長
官
に

事
情
を
説
明
し
た
。
春
に
状
況

を
報
告
に
行
く
予
定
で
あ
る
。

県
も
承
知
し
団
体
客
の
支
援
策

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
の
見

解
で
あ
る
。

質
問　

温
泉
・
景
観
・
歴
史
文

化
等
の
目
的
だ
け
が
観
光
で
な

く
、
ス
キ
ー
修
旅
、
合
宿
等
も

観
光
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
捉
え
て

い
た
だ
き
、
団
体
客
用
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
義

務
付
け
、
補
助
等
の
打
開
策
の

要
望
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

ス
キ
ー
観
光
関
係
が
一

番
の
メ
イ
ン
。
観
光
庁
、
旅
行

代
理
店
等
と
連
携
を
密
に
し
、

精
い
っ
ぱ
い
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

12
月
３
日
、
全
旅
連
よ

り
固
定
資
産
税
減
免
延
長
の
要

望
を
受
け
自
民
党
観
光
産
業
振

興
議
員
連
盟
が
関
係
省
庁
出
席

の
中
幹
部
会
を
開
催
し
た
。
近

隣
市
町
村
の
首
長
と
と
も
に
全

旅
連
の
後
押
し
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

連
盟
、
県
の
観
光
部
と

十
分
相
談
し
て
い
き
た
い
。

町
長　

国
・
県
の
情
報
待
ち
で

あ
っ
た
。
今
後
は
全
庁
体
制
の

ワ
ク
チ
ン
チ
ー
ム
を
つ
く
り
接

種
対
応
、
周
知
を
し
て
い
く
。

質
問　

周
知
が
遅
れ
て
い
る
理

由
は
。

健
康
福
祉
課
長　

医
療
関
係
者

と
の
合
意
が
不
十
分
な
中
、
変

化
す
る
情
報
等
で
広
報
で
き
な

か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
、
納
税
者

に
優
し
い
対
応
を

※

スキー客激減。スキー関係事業者は復活を諦めない

質
問

徳竹栄子のつぶやき

徳
と く

竹
た け

 栄
え い

子
こ

国
・
県
に
ス
キ
ー
場

宿
泊
事
業
者
の
実
態
を

観
光
庁
・
文
部
科
学

省
へ
理
解
と
要
望
を

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

準
備
と
周
知
は

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

※　全旅連：全国旅館ホ
テル生活衛生同業組合連
合会



質
問　

昨
年
、
12
月
議
会
の
答

弁
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
率
は
74
％
と
の
こ
と
、
高

め
の
印
象
を
受
け
た
が
算
出
方

法
は
。

消
防
課
長　

岳
南
広
域
消
防
管

内
の
調
査
範
囲
に
お
け
る
設
置

率
で
、
山
ノ
内
管
内
で
は
実
際

の
調
査
に
よ
る
数
字
で
46
％
。

質
問　

こ
の
数
字
の
評
価
は
。

消
防
課
長　

全
国
的
に
は
80
％

と
の
数
字
が
出
て
お
り
、
当
町

は
低
い
と
の
認
識
を
持
っ
て
い

る
。

質
問　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
亡

デ
ー
タ
で
は
65
歳
以
上
の
高
齢

者
が
全
体
の
７
割
を
占
め
、
そ

の
理
由
の
多
く
を
逃
げ
遅
れ
と

し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
事
態

に
対
応
す
る
に
は
火
災
警
報
器

の
設
置
が
不
可
欠
。
ま
た
設
置

助
成
制
度
に
取
り
組
む
他
市
町

村
の
一
例
と
し
て
、
死
者
数
が

設
置
前
と
比
べ
６
割
減
っ
た
事

例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
特
に

火
災
発
生
時
に
は
大
き
な
ハ
ン

デ
ィ
を
背
負
う
高
齢
者
や
障
が

い
者
の
住
宅
を
対
象
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
助
成
制
度
の
創

設
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

消
防
課
長　

ま
ず
は
火
事
を
出

さ
な
い
こ
と
。
次
に
重
要
な
の

は
初
期
消
火
に
つ
な
ぐ
早
期
発

見
。
そ
の
た
め
に
も
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
重
要
と
考
え
て
い

る
。
設
置
率
を
高
め
る
た
め
に

も
助
成
制
度
を
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

質
問　

連
動
型
火
災
警
報
器
と

は
何
か
。
ま
た
他
市
町
村
で
の

取
り
組
み
事
例
は
。

消
防
課
長　

１
軒
で
複
数
の
警

報
器
設
置
の
場
合
、
１
か
所
作

動
す
る
と
全
て
の
警
報
器
が
鳴

り
出
す
と
い
う
の
が
連
動
型
。

こ
れ
を
何
軒
か
で
つ
な
ぎ
、
同

時
に
警
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
と

い
う
の
も
連
動
型
。
石
川
県
小

松
市
の
事
例
で
は
、
高
齢
者
宅

を
含
ん
だ
複
数
軒
で
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
な
お
設
置

に
つ
い
て
は
助
成
金
で
は
な
く

負
担
金
制
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

実
は
当
町
で
も
す
で
に
、

高
齢
者
を
含
む
連
動
型
の
取
り

組
み
事
例
が
あ
り
自
身
も
参
加

し
て
い
る
。
ま
た
効
果
も
体
感

し
て
い
る
。
高
齢
者
の
死
亡
事

故
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
小
松

市
の
取
り
組
み
を
ぜ
ひ
当
町
で

も
。

消
防
課
長　

取
り
組
み
を
進
め

る
に
は
何
よ
り
隣
り
近
所
の
意

思
統
一
が
前
提
。
ま
た
福
祉
部

門
と
の
調
整
が
必
要
。

質
問　

健
康
福
祉
課
と
し
て
の

考
え
は
。

健
康
福
祉
課
長　

民
生
委
員
の

負
担
増
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

あ
り
、
関
係
者
と
研
究
し
て
い

き
た
い
。

質
問　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が

整
備
さ
れ
て
な
い
家
庭
へ
の
対

応
は
。

教
育
次
長　

当
初
は
モ
バ
イ
ル

ル
ー
タ
ー
の
貸
し
出
し
を
考
え

て
い
た
が
、
逆
に
学
校
へ
来
て

い
た
だ
く
か
Wi-

Fi
環
境
整
備

後
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
考
え
て
い
る
。

住宅火災から命を守るには
町長―初期消火と早めの避難が重要

小松市が取り組む連動型防災システム
平成24～29年度で234世帯に設置とのこと

火災事故で失うのは
家だけでなく、人の
心まで。だから何と
しても防がないと。

一般質問

33 令和３年４月 議会だより第124号

質
問 住

宅
火
災
警
報
器

助
成
制
度
を

布
ふ

施
せ

谷
や

 裕
ひ ろ

泉
み

布施谷裕泉のつぶやき

連
動
型
火
災
警
報
器

の
普
及
推
進
を

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の

環
境
づ
く
り
に

向
け
て

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問



一般質問

議会だより第124令和３年４月 34

個
人
情
報
保
護
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
活
用
の
今
後
は

町
長　

情
報
技
術
の
進
歩
に
伴

い
、
個
人
情
報
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
を
通
じ

て
や
り
取
り
さ
れ
る
機
会
が
増

加
し
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
も
の
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る
社

会
が
来
る
。
こ
れ
を
扱
う
行
政

は
も
ち
ろ
ん
民
間
企
業
に
と
っ

て
も
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
は
重
要
な
課
題
だ
。

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
率
は
。

健
康
福
祉
課
長　

２
月
１
日
現

在
の
当
町
に
お
け
る
交
付
申
請

件
数
は
２
２
０
６
件
で
18
％
、

県
全
体
で
は
25
％
。
交
付
枚
数

は
１
７
３
３
件
で
15
％
、
県
全

体
で
は
21
％
。

質
問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
機
能
は
ど
う
変
わ
る
か
。

健
康
福
祉
課
長　

現
在
の
と
こ

ろ
身
分
証
明
と
し
て
の
利
用
、

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
な

ど
の
証
明
書
が
取
得
で
き
る
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
、
ｅ

－
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
確
定
申
告
、

民
間
企
業
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
契

約
や
口
座
開
設
に
も
利
用
。
昨

年
９
月
に
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
利
用
へ
の
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
。
本
年
３
月

か
ら
健
康
保
険
証
と
し
て
病
院

や
薬
局
で
順
次
利
用
で
き
る
よ

う
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

国
の
広
報
で
は
、
今
後
は
運
転

免
許
証
を
は
じ
め
資
格
等
の
情

報
を
電
子
証
明
書
に
ひ
も
づ
け

る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
カ
ー
ド

等
と
の
利
用
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

化
を
は
か
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
１
枚
で
様
々
な
こ
と
が

可
能
な
社
会
を
目
指
す
と
し
て

い
る
。

質
問　

先
日
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
申
請
書
在
中
と
い
う
通

知
が
送
ら
れ
て
き
た
。
大
勢
の

人
に
届
い
た
よ
う
だ
が
、
申
請

数
増
に
効
果
は
あ
っ
た
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

昨
年
の
４
月

か
ら
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
関
係

や
、
公
務
員
の
健
康
保
険
証
の

前
倒
し
取
得
等
に
よ
っ
て
、
交

付
率
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

質
問　

医
療
機
関
等
で
は
、
保

険
証
と
し
て
使
え
る
準
備
は
整

っ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

医
療
機
関
の

カ
ー
ド
読
み
取
り
装
置
設
置
は
、

県
内
で
は
ま
だ
２
割
も
い
か
な

い
状
況
と
の
こ
と
だ
。

質
問　

当
分
の
間
は
、
通
常
の

保
険
証
と
両
方
混
在
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

保
険
証
自
体

は
な
く
な
ら
な
い
。
医
療
機
関

に
カ
ー
ド
読
み
取
り
の
機
能
が

な
い
場
合
、
現
行
の
保
険
証
が

必
要
に
な
る
。

質
問　

結
果
的
に
あ
ま
り
便
利

じ
ゃ
な
い
。
３
月
１
日
に
は
長

野
市
で
シ
ス
テ
ム
が
ス
ト
ッ
プ

す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
ば
か

り
。
国
会
で
も
、
５
０
０
万
人

分
の
デ
ー
タ
が
中
国
の
ネ
ッ
ト

上
に
流
出
し
て
い
た
こ
と
が
問

題
に
な
っ
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
問
題
だ
ら
け
だ
。
情

報
漏
え
い
リ
ス
ク
だ
け
で
な
く
、

個
人
情
報
管
理
に
よ
る
徹
底
し

た
国
民
監
視
社
会
に
な
っ
て
い

く
よ
う
な
危
険
性
を
感
じ
る
。

「子ども庁創設へ、
自民党検討本部長に
二階氏」。
82歳？本気ですか？

町
長
―
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
は
重
要
な
課
題

個
人
情
報
保
護
に

ど
う
向
き
合
う
か

マイナンバーカード交付申請を促す通知
（健康保険証化は当面先送りになった）

渡
わ た

辺
な べ

　正
ま さ

男
お

渡辺正男のつぶやき

質
問

問
題
だ
ら
け
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問



一般質問
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冬
季
の
観
光
客
数
は

質
問　

首
都
圏
な
ど
に
緊
急
事

態
宣
言
が
発
出
さ
れ
た
。
冬
季

の
観
光
客
数
の
前
年
比
較
は
。

観
光
商
工
課
長　

年
末
年
始
の

入
込
客
数
は
約
40
％
減
。
ス
キ

ー
客
の
1
月
末
ま
で
の
累
計
は

志
賀
高
原
が
50
％
、
北
志
賀
高

原
が
46
％
減
少
し
た
。

質
問　

３
年
度
固
定
資
産
税
の

減
免
申
請
２
２
４
件
の
内
容
は
。

税
務
課
長　

申
請
額
２
億
８
２

０
０
万
円
は
例
年
の
固
定
資
産

税
額
約
10
億
円
の
28
％
ほ
ど
。

質
問　

町
独
自
の
活
性
化
策
は
。

観
光
商
工
課
長　

新
年
度
に
ク

ー
ポ
ン
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

休
業
助
成
金
の
周
知
は

質
問　

休
業
助
成
金
は
コ
ロ
ナ

で
休
業
に
な
り
、
休
業
分
の
給

料
が
も
ら
え
な
か
っ
た
労
働
者

に
国
が
助
成
す
る
制
度
。
町
に

行
政
義
務
は
な
い
が
、
制
度
を

知
ら
ず
申
請
し
な
い
人
が
7
割

も
い
る
と
い
う
調
査
結
果
が
で

た
。
ど
う
思
う
か
。

観
光
商
工
課
長　

国
の
補
助
制

度
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
窓
口
だ

が
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

補
助
一
覧
表
を
掲
載
し
て
い
る
。

質
問　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
や

ら
な
い
人
も
い
る
の
で
、
誌
面

で
の
広
報
も
必
要
。

観
光
商
工
課
長　

事
業
に
よ
っ

て
そ
の
よ
う
に
周
知
す
る
。

健
康
福
祉
課
長　

集
団
健
診
は

前
年
比
58
・
２
％
に
な
っ
た
。

胃
検
診
９
・
７
％
、
大
腸
が
ん

検
診
は
11
・
４
％
減
少
し
た
。

質
問　

職
場
、
学
校
単
位
の
接

種
の
検
討
は
。

健
康
福
祉
課
長　

住
民
基
本
台

帳
が
あ
る
自
治
体
で
の
接
種
が

原
則
。
政
府
が
効
率
的
な
職
場

接
種
を
検
討
し
て
い
る
と
の
報

道
も
あ
る
が
、
ま
だ
、
国
か
ら

明
確
な
方
針
が
示
さ
れ
て
な
い
。

質
問　

土
、
日
の
接
種
は
。

健
康
福
祉
課
長　

実
施
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
は

質
問　

校
内
で
密
を
避
け
る
た

め
、
１
ク
ラ
ス
2
教
室
に
し
た

事
例
は
い
く
つ
あ
る
か
。

教
育
長　

東
小
学
校
の
4
学
年
、

４
ク
ラ
ス
で
実
施
し
た
。

質
問　

ク
ラ
ス
の
一
体
感
や
学

力
な
ど
へ
の
影
響
は
。

教
育
次
長　

一
学
期
だ
け
の
実

施
で
、
二
学
期
か
ら
通
常
に
戻

し
た
。
特
段
の
報
告
は
な
い
。

質
問　

教
室
の
換
気
は
換
気
扇

か
。
窓
を
開
け
る
方
法
か
。

教
育
次
長　

窓
を
開
け
て
い
る
。

質
問　

弘
前
大
の
実
験
で
は
、

対
角
線
上
の
ド
ア
・
窓
を
そ
れ

ぞ
れ
10
㎝
開
け
る
と
換
気
扇
並

み
の
効
果
が
あ
る
よ
う
だ
。

教
育
次
長　

参
考
に
す
る
。

質
問　

６
月
に
不
登
校
の
生
徒

が
い
た
が
状
況
に
変
化
は
。

教
育
長　

若
干
名
い
る
。

質
問　

文
科
省
は
、
不
登
校
生

徒
が
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け

た
場
合
、
校
長
の
判
断
で
出
席

に
す
る
方
針
だ
が
町
の
扱
い
は
。

教
育
長　

国
の
方
針
に
応
じ
学

校
長
が
判
断
し
て
い
く
と
思
う
。

町
長　

災
害
を
最
小
限
に
抑
え
、

迅
速
な
復
旧
・
復
興
に
つ
な
げ

る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
5
か
年
計
画
。

休業助成金なども誌面広報を
観光商工課長―事業によって誌面で周知する

国の「休業助成金」の窓口ハローワーク

昨年、コロナ禍で縮小、
中止した事業などが多
い。事業、来賓、宴会
などはコロナ後に見直
す必要がある。

望月貞明のつぶやき

望
も ち

月
づ き

 貞
さ だ

明
あ き

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

コ
ロ
ナ
禍
の

健（
検
）診
状
況
は

新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

国
土
強
靭
化

　
　
　
計
画
と
は



一般質問
質
問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
場
所
は
、
住
民
登

録
の
あ
る
自
治
体
で
と
の
こ
と

で
あ
り
、
当
町
で
は
集
団
接
種

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
町
外

の
病
院
に
入
院
し
て
い
る
者
や

施
設
入
居
者
、
ホ
ー
ム
ド
ク
タ

ー
が
町
外
で
あ
る
者
は
ど
う
す

る
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　

原
則
住
所
地

で
と
な
っ
て
い
る
が
例
外
規
定

で
入
院
先
や
か
か
り
つ
け
医
で

も
可
能
で
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
管

理
の
関
係
か
ら
中
高
医
師
会
管

内
で
の
開
業
医
は
接
種
体
制
が

組
め
な
い
よ
う
で
あ
る
。

質
問　

当
町
で
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
約
５
１
０
０
人
で
あ

り
、
３
週
間
後
に
２
回
目
の
接

種
と
な
る
と
延
べ
１
万
２
０
０

人
に
接
種
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
か
。

健
康
福
祉
課
長　

１
日
３
時
間

程
度
で
１
５
０
人
を
目
安
と
し
、

週
１
０
０
０
人
。
土
、
日
は
医

療
従
事
者
増
員
協
力
を
得
て
倍

の
人
数
に
接
種
で
き
る
よ
う
３

月
１
日
か
ら
ワ
ク
チ
ン
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
計
画
を
練
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン

の
入
荷
状
況
に
も
よ
る
が
高
齢

者
に
つ
い
て
は
６
月
末
ま
で
を

目
標
と
し
て
努
力
す
る
。

質
問　

実
施
に
向
け
て
一
生
懸

命
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
評
価

す
る
が
、
町
民
へ
の
情
報
伝
達
、
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春だなあ～
ワクチン接種で
平穏な日常が早
く来るように

コ
ロ
ナ
対
策
と
手
厚
い
経
済
支
援
を

町
長
―
感
染
対
策
の
強
化
や
事
業
者
支
援
施
策
の
拡
充
を
は
か
る

広
報
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

質
問　

緊
急
事
態
宣
言
の
延
長

に
よ
る
事
業
者
へ
の
支
援
や
旅

館
ホ
テ
ル
へ
の
食
材
納
入
事
業

者
へ
も
支
援
、
給
付
金
対
策
を

講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

観
光
商
工
課
長　

国
に
よ
る
雇

用
調
整
助
成
金
や
持
続
化
補
助

金
な
ど
。
ま
た
、
県
で
の
ス
キ

ー
リ
フ
ト
券
半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
県
民
宿
泊
割
り
な
ど
が
あ

り
、
町
と
し
て
も
今
後
の
感
染

状
況
を
踏
ま
え
、
観
光
団
体
等

と
連
携
し
な
が
ら
支
援
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
一
時
停
止
に
よ
る
観
光

客
入
込
減
少
に
よ
る
飲
食
店
、

小
売
業
等
の
活
性
化
対
策
と
し

て
ク
ー
ポ
ン
事
業
を
検
討
し
て

い
る
。

質
問　

地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
中
止
と
な

り
、
町
内
で
も
停
滞
ム
ー
ド
が

感
じ
ら
れ
る
。
明
る
く
元
気
で

活
気
あ
る
町
に
戻
る
よ
う
町
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
か
。

町
長　

雪
の
回
廊
ウ
ォ
ー
ク
は

草
津
町
か
ら
の
要
請
で
中
止
と

な
る
が
、
新
年
度
予
算
に
盛
り

込
ん
だ
事
業
は
予
定
ど
お
り
実

施
し
て
い
く
。
ま
ず
は
コ
ロ
ナ

を
鎮
圧
さ
せ
る
こ
と
が
最
初
で

あ
り
、
県
の
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
得
て
観
光
業
を
き
ち
っ
と

位
置
づ
け
し
な
が
ら
町
の
活
性

化
に
向
け
て
皆
さ
ん
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

㈱パルコデジタルマーケティングの画像に加筆

質
問

※

西　宗亮のつぶやき

西
に し

　 宗
そ う

 亮
す け

まだまだ続けよう３密回避

ワ
ク
チ
ン
接
種

の
対
応
は

町
内
事
業
者
へ

の
経
済
支
援
は

質
問

質
問

質
問

質
問

※　持続化補助金：
小規模事業者等が行
う販路開拓や生産性
向上の取り組みに要
する経費の一部（通
常補助金 50 万円、
補助率 2/3）を支援
する国の制度。



　
　

一般質問

町
長  

第
６
次
総
合
計
画
の
初

年
度
に
当
た
り
、
町
の
将
来
像

「
未
来
に
羽
ば
た
く
夢
と
希
望

の
あ
る
健
康
な
郷ま

土ち

の
実
現
」

に
向
け
、
着
実
に
事
業
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
新
た
な
課
題
と

な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
対
応
と
、
地
域
経

済
の
活
性
化
の
両
立
を
見
据
え

新
た
な
日
常
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
も
重
要
と
な
る
。
政

策
的
経
費
に
充
て
る
一
般
財
源

が
限
ら
れ
る
中
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
対
策
、
観
光
や
農

業
の
活
性
化
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
厳

し
い
財
政
状
況
を
ふ
ま
え
、
限

ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
活
用
し
、
多
様
化
す
る

行
政
課
題
に
迅
速
か
つ
着
実
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
予
算
編
成

を
し
た
。

観
光
商
工
課
長  
感
染
症
の
影

響
は
今
後
も
続
く
も
の
と
考
え

て
い
る
の
で
、
感
染
防
止
対
策

と
事
業
者
支
援
を
第
一
に
考
え

て
い
る
。
そ
れ
に
並
行
す
る
形

で
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
誘

客
対
策
、
ま
た
経
済
対
策
を
行

っ
て
い
く
。
誘
客
対
策
に
つ
い

て
は
、
観
光
連
盟
と
の
連
携
の

も
と
県
、
交
通
機
関
、
マ
ス
コ

ミ
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
弾

力
的
に
情
報
発
信
を
行
う
予
定

で
い
る
。
ま
た
商
工
対
策
に
つ

い
て
も
、
資
金
繰
り
支
援
、
飲

食
店
、
小
売
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

業
種
を
網
羅
し
て
の
活
性
化
策

を
計
画
し
て
い
る
。

質
問  

活
性
化
策
の
ク
ー
ポ
ン

券
事
業
の
内
容
は
。

観
光
商
工
課
長  

飲
食
店
、
小

売
サ
ー
ビ
ス
業
支
援
で
あ
る
の

で
新
年
度
早
々
着
手
し
て
い
き

た
い
。
使
用
の
期
間
に
つ
い
て

は
、
あ
る
程
度
長
い
ス
パ
ン
を

取
っ
た
中
で
、
精
算
が
間
に
合

う
２
月
下
旬
に
完
了
す
る
よ
う

考
え
て
い
る
。
県
補
助
金
等
と
、

で
き
れ
ば
臨
時
交
付
金
も
上
乗

せ
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

農
林
課
長　

農
産
物
の
高
付
加

価
値
化
、
経
営
体
制
の
充
実
、

生
産
基
盤
整
備
の
推
進
の
３
点

令和３年度予算の重点施策は
町長―新型コロナウイルス感染症への対応と、経済の活性化

聖火が走る！

サクラの花言葉
ソメイヨシノ　純潔
シダレザクラ　優美

ヤエザクラ　善良な教育
ヤマザクラ あなたに微笑む
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白鳥金次のつぶやき

白
し ろ と り

鳥 金
き ん

次
じ

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
観
光
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
の
食
を
活
用

し
た
事
業
を
展
開
し
、
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
高
付
加
価
値

化
を
は
か
り
た
い
。
ま
た
自
然

災
害
に
備
え
た
共
済
制
度
の
推

進
に
よ
り
、
営
農
体
制
の
構
築

を
支
援
し
て
い
く
。
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
の
集
団
電
気
柵
の
更

新
お
よ
び
資
材
等
の
支
給
に
よ

る
大
幅
な
補
修
や
、
個
人
電
気

柵
へ
の
補
助
率
引
上
げ
に
よ
る

被
害
防
止
を
実
施
し
て
い
き
た

い
。

質
問  

各
区
で
実
施
し
て
い
る

水
利
、
農
道
補
修
へ
の
支
援
は
。

農
林
課
長  

地
域
の
や
る
気
と

い
う
も
の
が
、
見
え
る
事
業
で

あ
る
。
で
き
る
だ
け
地
域
か
ら

の
声
、
要
望
に
つ
い
て
は
、
原

材
料
支
給
、
重
機
借
上
げ
等
で

対
応
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

観
光
商
工
の
重
点

施
策
は

農
業
の

重
点
施
策
は

質
問

質
問
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子
ど
も
議
会
に
替
わ
る
学
習
発
表
会
の
感
想
は

町
長
―
子
ど
も
た
ち
の
町
づ
く
り
に
対
す
る
視
点
を
大
切
に
し
た
い

同じ事象でも報道の
切り口で全く違うこ
とになる。読み取る
力も養わなければ。

質
問　

東
小
学
校
の
「
よ
り
よ

い
や
ま
び
こ
広
場
」
の
提
案
の

中
の
①
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
の
高

さ
が
2
種
類
ぐ
ら
い
ほ
し
い
。

②
パ
ラ
ソ
ル
付
き
テ
ー
ブ
ル
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。
③
ご
み
箱

を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
④
噴
水

時
間
を
延
長
し
て
ほ
し
い
。
⑤

ト
イ
レ
を
き
れ
い
に
し
て
ほ
し

い
。
⑥
更
衣
室
が
ほ
し
い
。
⑦

遊
具
の
安
全
性
を
保
っ
て
ほ
し

い
。
以
上
の
要
望
が
あ
っ
た
が

い
か
が
か
。

観
光
商
工
課
長　

ス
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ン
の
高
さ
や
噴
水
の
時
間
延

長
は
、
利
用
者
か
ら
の
要
望
も

多
い
こ
と
か
ら
変
更
す
る
準
備

も
に
、
清
潔
さ
を
保
つ
よ
う
つ

と
め
る
。
大
型
遊
具
は
、
毎
年

業
者
に
よ
る
保
守
安
全
点
検
を

実
施
し
て
い
る
、
ご
指
摘
の
箇

所
は
早
急
に
修
繕
等
を
実
施
す

る
。
東
小
の
皆
さ
ん
が
実
際
に

や
ま
び
こ
広
場
に
足
を
運
び
、

現
地
を
確
認
す
る
中
で
の
提
案

で
あ
り
、
貴
重
な
意
見
と
し
て

反
映
し
て
い
く
。

質
問　

東
小
学
校
の
Ａエ

Ｂビ

Ｍモ

Ｏ

Ｒリ
Ｉ
活
動
を
よ
り
よ
く
す
る
た

め
の
提
案
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
た
か
。

農
林
課
長　

Ａ
Ｂ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
を

環
境
教
育
の
場
と
し
て
、
自
ら

採
取
し
育
成
し
た
苗
を
森
づ
く

り
に
活
用
し
、
志
賀
高
原
を
愛

す
る
心
を
醸
成
す
る
こ
と
が
目

的
だ
。
6
年
間
学
ん
だ
こ
と
の

成
果
と
感
じ
て
い
る
。
学
年
ご

と
の
育
苗
活
動
を
も
う
一
度
見

直
し
、
令
和
3
年
度
に
向
け
て

検
討
す
る
。

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
対
応
策
は
、
当
該
地
域
だ
け

で
な
く
、
周
辺
の
飲
食
店
に
も

影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
が
、
町
の

対
応
は
。

町
長　

当
該
エ
リ
ア
以
外
の
飲

食
店
や
そ
れ
以
外
の
事
業
者
の

風
評
被
害
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を

ふ
ま
え
飲
食
店
組
合
の
代
表
の

方
と
懇
談
を
し
、
商
工
会
と
も

調
整
を
行
い
、
令
和
3
年
度
に

お
い
て
新
た
な
事
業
を
計
画
し

町
内
の
活
性
化
を
は
か
る
。

を
す
す
め
る
。
パ
ラ
ソ
ル
付
き

テ
ー
ブ
ル
増
設
の
提
案
は
、
親

水
施
設
周
辺
に
日
影
が
少
な
い

こ
と
か
ら
の
要
望
と
思
わ
れ
る
、

休
憩
場
所
の
確
保
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
ご
み
箱
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
ご
み
は
す
べ
て
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
前
提

と
し
て
お
り
、
設
置
の
考
え
は

な
い
。
更
衣
室
の
提
案
は
、
プ

ー
ル
の
施
設
で
は
な
い
の
で
、

設
置
の
考
え
は
な
い
。
ト
イ
レ

に
は
小
さ
な
お
子
さ
ん
で
あ
れ

ば
着
替
え
が
で
き
る
フ
ィ
ッ
テ

ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
が
設
置
し
て
あ

る
の
で
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ト
イ
レ
の
清
掃
作
業
は
、

管
理
人
が
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
が
、
ご
意
見
を
伝
え
る
と
と

東小児童から「よりよいやまびこ広場
にするために」の提案がされた

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

関
連
で
、
県
の
拡
大

防
止
協
力
金
支
払
い

は
不
公
平
感
が
あ
る

質
問

髙
た か や ま

山　祐
ゆ う い ち

一

髙山祐一のつぶやき

質
問

子
ど
も
た
ち
の

要
望
に
ど
う

対
応
す
る
の
か

質
問
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請願、発委・議会全員協議会
請願・陳情皆さんからの

議 会 全 員 協 議 会

受理番号 件　　　名 請願者・提出者 採決結果

請願第 1 号 「日本政府に核兵器禁止条約への参加・調印・批准
を求める意見書」の提出に関する請願

山ノ内町 9 条の会
　　　代表　下田　収一
　紹介議員　渡辺　正男

採　 　択
（全会一致）

発委第 1 号 日本政府に核兵器禁止条約への署名、批准を求め
る意見書

総務産業常任委員会
　　委員長　望月　貞明

可　　 決
（全会一致）
意見書送付

発委第 2 号 議会委員会条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議会運営委員会
　　委員長　湯本　晴彦

可　　 決
（全会一致）

　より一層開かれた議会をめざし、残された諸課題
について引き続き調査研究をと令和元年 9 月 24 日
に議長より諮問を受けました。以来、議会運営委
員会 ( 活性化 ) では 14 回にわたる議論、調査、検

討を重ねて一定
の方向性を出し、
3 月 19 日 の 議
会全員協議会に
おいて湯本晴彦
議会運営委員長
より山本光俊議
長へ答申をしま
した。

議長諮問に対する答申
山本議長に答申書を渡す

諮問事項 諮問に対する答申

議員定数について 町民アンケートでは定数削減の意見もあるが、当面は 14 人を維持すべきと考える。

議員のなり手不足について 立候補しやすい環境整備に引き続きつとめる。

議員のあり方研究について 公人として、町民に信頼される行動をとること。

その他議会活性化策について 〇研修会・検討会等の実施　　〇住民との対話の機会を増やす
〇広報活動の強化　　　　　　〇業務改善の推進

第1回（1月26日)
　⑴議会側からの提出案件
　　①議会報告会の件
　　②新型コロナウイルス感染症対応の件

第3回（3月8日)
　⑴議会側からの提出案件
　　①議長諮問に対する答申(案)の件

第4回（3月19日)
　⑴執行機関側からの提出案件
　　①第2期人口ビジョンの件
　　②第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略の件
　　③財務書類の件
　　④令和2年度新型コロナウイルス感染症対応地方
 創生臨時交付金進捗状況の件
　　⑤新型コロナウイルスワクチン接種の件
　　⑥最低制限価格制度の導入の件
　　⑦耐震改修促進計画(第Ⅲ期)の策定の件
　　⑧小学校の適正規模及び適正配置に係る基本方針
 (案)の件
　⑵議会側からの提出案件
　　①議長諮問答申の件
　　②令和2年度議員活動費決算報告の件

令和２年度 町村議会表彰
　「政策づくりと監視機能を十分に発揮している
議会」「住民に開かれた議会」として全国町村議
会議長会から表彰され、3月19日に県町村議会議
長会副会長から伝達を受けました。

１年半の議論を重ねて議長諮問に答申

第2回（3月1日)
　⑴執行機関側からの提出案件
　　①国土強靭化地域計画の件
　　②第4次国土利用計画の件
　　③公共施設個別施設計画の件
　　④高齢者保健福祉計画・第8期介護保険事業計画の件
　　⑤(仮)すがかわふれあいセンター建設工事の件
　⑵議会側からの提出案件
　　①議会アンケートの件
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議会アンケート結果、個別意見回答

議員としての資質を問う意見多数
議会報告会アンケート集計結果報告

　令和 3年 1月 25日発行の議会だよりにおいて、誌上議会報告会を行いました。
その際にアンケートを同封し、77人の方からご意見を頂戴いたしました（集計期間：1月 25
日～ 2月 15日）。たくさんの方にご協力いただき誠にありがとうございました。特に議員定数
や議員報酬についてなど、個別の率直なご意見も多数いただくことができましたことに感謝を申
し上げます。今後の議会活動に活かしていきたいと思います。

議会アンケート結果集計表

１．性　別

男 57

６．議員定数

多い 28

女 20 適当 39

その他 0 少ない 5

回答したくない 0 無回答 5

計 77 計 77

２．年　代

10 代 0 望ましい定数（22 人 ) 1

20 代 0 望ましい定数（20 人 ) 1

30 代 1 望ましい定数（16 人 ) 1

40 代 1 望ましい定数（15 人 ) 1

50 代 8 望ましい定数（14 人 ) 1

60 代 28 望ましい定数（13 人 ) 2

70 代～ 39 望ましい定数（12 人 ) 8

無回答 0 望ましい定数（11 人 ) 1

計 77 望ましい定数（10 人 ) 2

３．職　業

農林水産業 15 望ましい定数（9 人 ) 1

自営業・会社経営・自由業 21 望ましい定数（8 人 ) 3

会社員・公務員・店員等 11 望ましい定数（7 人 ) 1

学生 0 望ましい定数（5 人 ) 1

パート・アルバイト 7

７．議員報酬

多い 22

無職 21 適当 34

その他 1 少ない 10

無回答 1 無回答 11

計 77 計 77

４．お住まい

東部 20

８．議会だより

読んでいる 73

南部 18 読んでいない 4

西部 18 無回答 0

北部 18 計 77

無回答 3

９．ＨＰ

見ている 18

計 77 見ていない 58

５．議会報告会

大変良い 6 無回答 1

良い 40 計 77

どちらでもない 17

あまり良くない 4

良くない 2

無回答 8

計 77

※アンケート用紙及び報告会資料につい
　ては、ＱＲコードまたは以下のＵＲＬ
　からご覧いただくことができます。
　 山ノ内町議会報告会　
　　http://www.town.yamanouchi.nagano.
　 jp/gikai/hokokukai.html

検索



●
「
議
会
報
告
会
」
を
毎
年
行

っ
て
い
る
の
は
非
常
に
良
い
と

思
う
。「
行
政
懇
談
会
」と
共
に
、

ず
っ
と
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
住
民
の
生
の
声
を
聞
く

機
会
を
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
く

だ
さ
い
。　
　
　
【
北
部
地
区
】

●
コ
ロ
ナ
の
た
め
や
む
を
得
な

い
が
、誌
上
報
告
で
は
具
体
性
に

欠
け
る
。
委
員
会
の
活
動
報
告

も
わ
か
ら
な
い
。【
北
部
地
区
】

●
報
酬
が
町
の
予
算
か
ら
支
払

え
る
か
は
検
討
と
し
て
、
議
員

の
な
り
手
不
足
が
人
口
減
な
ど

か
ら
難
し
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

区
長
兼
務
等
、
よ
り
多
く
の
目
、

ア
イ
デ
ア
が
出
や
す
い
複
数
の

方
が
参
加
し
て
、
町
の
方
向
を

考
え
ら
れ
る
議
会
の
場
に
な
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
【
南
部
地
区
】

●
区
代
表
で
は
な
く
、
も
っ
と

町
を
意
識
す
る
議
員
が
出
て
き

て
ほ
し
い
。
区
の
事
は
区
と
町

の
話
し
合
い
で
。
議
員
を
少
な

く
し
、
も
っ
と
報
酬
を
上
げ

よ
！　
　
　
　
　
【
東
部
地
区
】

●
議
員
報
酬
増
額
に
反
対
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
職
を
失
っ
た

り
、
４
月
か
ら
は
年
金
も
下
げ

ら
れ
る
等
、
私
達
の
生
活
に

様
々
な
影
響
が
あ
る
中
、
毎
日

働
い
て
も
今
の
議
員
報
酬
と
大

差
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
を
良
く

し
よ
う
と
自
ら
立
候
補
さ
れ
た

方
た
ち
で
す
。
自
身
の
身
を
削

る
覚
悟
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
【
北
部
地
区
】

●
前
回
の
町
議
選
は
無
投
票
で
、

か
つ
欠
員
が
一
人
出
て
い
る
た

●
今
の
町
内
で
町
民
が
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
、
良
い
方
向

に
な
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
か
な
ど
、
現
実
的
な
問
題

を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
も
忙
し
い
と
は
思
う
が
、

時
々
、
町
内
の
施
設
に
立
ち
寄

り
、
意
見
や
話
を
聞
い
た
り
、

見
た
り
し
て
町
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
に
町
民
と
共
に
考
え
て

ほ
し
い
で
す
。　
【
西
部
地
区
】

●
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
み
ん
な
が
と
て
も
大
変
な
時

で
自
粛
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

で
も
今
は
コ
ロ
ナ
終
息
に
向
け

世
界
全
体
が
頑
張
る
時
で
す
。

議
会
も
対
策
を
し
っ
か
り
し
て

町
民
に
わ
か
り
や
す
く
み
ん
な

に
伝
え
て
ほ
し
い
。
気
を
緩
め

ず
一
人
ひ
と
り
が
感
染
対
策
を

し
て
い
く
。　
　
【
南
部
地
区
】

●
議
会
に
望
む
こ
と
と
し
て
、

議
員
全
員
で
議
員
提
案
す
べ
き

こ
と
を
検
討
し
、
町
を
引
っ
張

っ
て
い
く
心
構
え
が
欲
し
い
。

　
　
　
【
南
部
地
区
】

め
、
今
度
行
わ
れ
る
町
議
選
は

定
員
を
減
員（
10
名
又
は
12
名
）

し
て
、
選
挙
を
す
る
の
が
良
い

と
思
う
。
是
非
定
数
の
削
減
を

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
【
西
部
地
区
】

●
町
の
財
政
等
を
考
え
る
と
現

在
の
報
酬
で
十
分
だ
と
思
い
ま

す
。
議
員
は
町
の
た
め
に
い
る

の
で
あ
っ
て
報
酬
で
は
な
い
と

考
え
ま
す
。
町
の
最
大
の
課
題

は
少
子
高
齢
化
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
前
向

き
に
施
策
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光

と
農
業
を
う
ま
く
融
合
し
て
経

済
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。【
東
部
地
区
】

●
議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
議

員
活
動
の
内
容
に
よ
り
け
り
。

各
議
員
が
も
っ
と
全
力
で
活
動

し
て
ほ
し
い
。
内
容
に
よ
っ
て

は
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
【
南
部
地
区
】

〇
１
月
25
日
発
行
議
会
だ
よ
り
31

ペ
ー
ジ
並
び
に
議
会
報
告
会
資
料
中

の
ロ
マ
ン
美
術
館
の
根
本
的
な
あ
り

方
に
対
す
る
町
側
の
対
応
に
つ
い
て

「
町
外
の
方
々
の
ご
意
見
を
」と
記

し
ま
し
た
が「
町
外
の
方
々
の
ご
意

見
も
」が
正
し
い
表
記
で
す
。

〇
１
月
25
日
発
行
議
会
だ
よ
り
34

ペ
ー
ジ
中
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
・

件
数
の
表
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

寄附件数上位より 5 件 件数 寄附
金額帯（円） 寄附額（円）

1 志賀高原ビール 24 本セット 1,270 30,000 38,100,000 

2 山ノ内町宿泊補助券（6 枚） 1,022 100,000 102,200,000 

3 種なし巨峰 5 パック 792 8,000 6,336,000 

4 志賀高原ビール 6 本セット 579 10,000 5,790,000 

5 志賀高原スキー場共通リフト券（2日券） 496 35,000 17,360,000 

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
誌
面

上
で
の
議
会
報
告
会
と
し
ま
し

た
が
、
や
は
り
直
接
町
民
の
声

を
聞
く
機
会
は
継
続
し
て
増
や

し
て
い
く
考
え
で
お
り
ま
す
。

　
　
　

議
員
定
数
に
関
し
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
て
、

議
長
に
現
状
維
持
（
定
数
：
14

人
）
す
べ
き
と
答
申
し
ま
し
た

が
、
議
員
報
酬
を
含
め
て
慎
重

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

回
答

　
　
　

町
民
福
祉
向
上
の
た

め
に
、
議
会
活
性
化
に
さ
ら

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

回
答

41 令和３年４月 議会だより第124号

議会アンケート結果、個別意見回答

議
会
報
告
会
に

関
す
る
事

議
員
定
数
、

報
酬
に
関
す
る
事

個
別
意
見
と
回
答（
抜
粋
）

議
会
・
議
員

　
　
へ
の
要
望

77 人の方から寄せられたご意見

回
答



議会だより第124号令和３年４月 42

予算審査

令和３年度
一般会計予算

第6次総合計画スタ－トの年

 

賛
成
討
論　徳

竹
　
栄
子

　
企
業
存
続
の
た
め
に
ク
ー
ポ
ン

券
事
業
、
組
織
維
持
補
助
等
、
子

育
て
経
済
支
援
の
出
産
・
育
児
お

祝
い
金
事
業
、
高
齢
者
・
交
通
弱

者
・
観
光
客
の
地
域
公
共
交
通
計

画
策
定
事
業
、
町
民
の
安
心
と
危

機
管
理
体
制
強
化
と
し
て
危
機
管

理
課
の
新
設
は
評
価
で
き
る
。
地

域
活
性
化
起
業
人
、
地
域
力
創
造

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
増
員
等
外
部
人
材
を
登
用

し
新
し
い
目
線
、
発
想
に
期
待
が

持
て
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
基

づ
き
町
民
、
企
業
に
配
慮
し
た
予

算
と
考
え
る
。

 

反
対
討
論　渡

辺
　
正
男

　
ふ
る
さ
と
基
金
繰
入
金
は
１
億

６
１
６
１
万
円
と
依
存
度
が
ま
す

ま
す
高
く
な
っ
て
い
る
。
安
定
財

源
と
す
る
こ
と
に
は
不
安
が
残

る
。
農
業
収
入
保
険
掛
金
補
助
、

出
産
・
育
児
お
祝
い
金
創
設
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
情
報
発
信
事
業
、
町
制
度
資

金
利
子
補
給
金
の
増
額
、
奨
学
金

貸
与
事
業
積
立
金
増
額
は
評
価
す

る
。
介
護
保
険
低
所
得
者
対
策
助

成
金
の
半
額
化
や
、
強
引
な
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進
は
賛

成
で
き
な
い
。
社
会
体
育
施
設
の

構
想
は
全
く
の
手
付
か
ず
だ
。

一
般
会
計
予
算

74億5702万円を可決
　

予
算
審
査
は
３
月
８
日
予
算
決
算
審
査
委
員
会
（
委
員
長
＝

布
施
谷
裕
泉
、
副
委
員
長
＝
白
鳥
金
次
）
に
付
託
。
９
日
か
ら

４
日
間
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
賛
成
多
数

（
賛
成
９
反
対
１
欠
席
１
）
で
可
決
し
ま
し
た
。
特
別
会
計
予

算
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
賛
成
多
数
（
反
対
２
）、

介
護
保
険
特
別
会
計
は
賛
成
多
数
（
反
対
１
）
で
可
決
、
他
の
特

別
会
計
と
公
共
下
水
道
事
業
会
計
、
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
、

水
道
事
業
会
計
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
（
予
算
概
要
は
、

本
誌
16
ペ
ー
ジ
か
ら
19
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

〈
共 

通
〉

〇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
、

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
つ
と
め
る
こ
と
。

〈
総
務
費
〉

〇
地
域
公
共
交
通
を
維
持
す
る

た
め
利
用
促
進
を
は
か
る
と

と
も
に
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

〇
移
住
定
住
促
進
は
、
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
絞
り
、
さ
ら
に
実
効

が
上
が
る
よ
う
推
進
す
る
こ

と
。

〇
地
区
防
災
計
画
策
定
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
の
育
成
強
化
を
は
か
る

こ
と
。

〈
民
生
費
〉

〇
結
婚
活
動
応
援
事
業
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
ア
イ

デ
ア
を
活
用
し
成
果
が
上
が

る
よ
う
つ
と
め
る
こ
と
。

〈
衛
生
費
〉

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
は
万
全
を
期

す
こ
と
。

〈
農
林
水
産
業
費
〉

〇
有
害
鳥
獣
被
害
の
減
少
に
向

け
、
対
策
室
を
設
置
し
効
果

的
に
取
り
組
む
こ
と
。

〈
商
工
費
〉

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
支
援
事
業
は
、
関
係

者
へ
の
周
知
に
つ
と
め
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
。

〈
土
木
費
〉

〇
老
朽
化
し
た
危
険
な
廃
屋
解

消
に
向
け
、
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。

〇
湯
田
中
温
泉
公
園
整
備
は
、
隣

接
す
る
東
小
学
校
を
含
め
急
傾

斜
地
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

〈
消
防
費
〉

〇
消
防
団
再
編
に
向
け
て
は
、
地

域
の
意
見
を
十
分
聞
き
な
が
ら

す
す
め
る
こ
と
。

〈
教
育
費
〉

〇
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
立
ち
上
げ
に
つ
い
て
は
、
課

題
を
明
確
に
し
て
す
す
め
る
こ

と
。

〈
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
〉

〇
基
金
を
活
用
し
、
被
保
険
者

の
負
担
軽
減
に
つ
と
め
る
こ

と
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

〇
東
部
浄
水
場
の
建
設
に
は
万

全
を
期
す
こ
と
。

部
会
意
見

一
般
会
計

特
別
会
計
等 建設が進む新東部浄水場
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予算審査

予
算
決
算
審
査
委
員
会
　
委
員
長

布
施
谷 

裕
泉

総
括
意
見

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
よ
う
や

く
始
ま
り
、
収
束
へ
の
期
待
が

持
て
る
状
況
は
生
ま
れ
つ
つ
あ

る
。
し
か
し
一
年
以
上
に
わ
た

る
コ
ロ
ナ
禍
で
の
緊
急
事
態
宣

言
の
発
出
や
外
出
自
粛
要
請

は
、
観
光
産
業
を
基
軸
と
す
る

当
町
に
は
計
り
知
れ
な
い
打
撃

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
住
民

の
暮
ら
し
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
協

議
会
が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
緊

急
小
口
資
金
（
特
例
貸
付
）
と

総
合
支
援
資
金（
生
活
支
援
費
）

は
、
そ
れ
ぞ
れ
令
和
３
年
２
月

の
段
階
で
貸
付
件
数
は
37
件
と

89
件
に
な
っ
て
い
る
。
厳
し
い

状
況
は
続
い
て
お
り
、
困
窮
者

は
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経
済
情

勢
の
も
と
、
第
６
次
総
合
計
画

の
初
年
度
と
な
る
令
和
３
年
度

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
74
億

５
７
０
２
万
円
で
５
年
連
続
70

億
円
を
超
え
る
予
算
と
な
っ
て

い
る
。
主
な
要
因
は
、（
仮
）

す
が
か
わ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

整
備
な
ど
普
通
建
設
費
と
人
件

費
、
公
債
費
な
ど
の
増
額
で
あ

る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
含
む

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
わ

る
事
業
費
の
伸
び
も
一
因
と

な
っ
て
い
る
。

（
１
）
歳
入
に
つ
い
て

　
歳
入
で
は
、
町
税
を
３
億
５

９
１
５
万
円
（
前
年
度
比
22
・

１
％
）
減
の
12
億
６
４
７
８
万

円
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
例
年
、

町
税
全
体
の
６
割
を
占
め
る
固

定
資
産
税
に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
考
慮
し
た
国
の
軽

減
対
策
や
新
築
家
屋
の
減
少
な

ど
で
３
億
２
２
７
万
円
（
前
年

度
比
31
・
１
％
）
減
を
見
込
む

ほ
か
、
同
じ
く
３
割
を
占
め
る

町
民
税
で
は
個
人
・
法
人
と
も

に
人
口
減
少
や
コ
ロ
ナ
禍
を
踏

ま
え
４
１
９
０
万
円
（
前
年
度

比
８
・
８
％
）
減
な
ど
と
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
地
方
特
別
交
付
金
で
は

固
定
資
産
税
の
減
免
見
込
み
額

の
交
付
を
踏
ま
え
３
億
６
２
０

０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
な
か
、

納
税
環
境
は
推
し
て
知
る
べ
し

で
は
あ
る
が
、
町
税
は
町
財
政

の
柱
で
あ
り
、
税
収
確
保
に
向

け
て
は
柔
軟
な
対
応
の
も
と
、

納
税
者
に
一
層
の
理
解
を
求
め

ら
れ
た
い
。

（
２
）
歳
出
に
つ
い
て

　

歳
出
で
は
、
産
業
・
福
祉
・

教
育
な
ど
各
分
野
で
34
項
目
の

新
規
事
業
と
28
項
目
の
拡
充
事

業
を
計
上
し
て
い
る
。

　
産
業
分
野
の
観
光
振
興
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る

旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
観
光
関
係

者
支
援
で
「
旅
行
者
受
診
態
勢

構
築
事
業
」
の
継
続
や
組
織
維

持
支
援
に
関
す
る
補
助
事
業
を

予
定
し
て
い
る
と
す
る
が
、
観

光
産
業
存
続
に
向
け
て
は
機
を

逸
す
る
こ
と
な
く
大
胆
な
対
応

を
求
め
た
い
。

　
福
祉
分
野
の
児
童
福
祉
で
は

子
育
て
支
援
世
帯
の
経
済
支
援

と
し
て
、「
出
産
・
育
児
お
祝

い
金
」
を
計
上
し
て
お
り
、
子

育
て
環
境
向
上
に
資
す
る
よ
う

期
待
し
た
い
。

　
教
育
分
野
の
「
小
中
学
校
教

員
配
置
事
業
」
で
は
特
別
支
援

教
室
支
援
員
や
専
科
・
教
科
教

員
の
配
置
拡
充
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
児
童
生
徒
に
寄
り
添
っ

た
教
育
を
進
め
る
に
は
必
須
で

あ
り
評
価
し
た
い
。

（
３
）
ま
と
め

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
未
曽
有
の
危
機
と
疲
弊
を

つ
く
り
出
し
て
い
る
が
、
一
方

で
は
意
識
の
変
化
や
多
く
の
気

づ
き
も
感
じ
さ
せ
て
い
る
。
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
環
境
へ
の
気

づ
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
生
み

出
し
た
格
差
な
ど
社
会
課
題
へ

の
気
づ
き
、
そ
し
て
健
康
に
対

す
る
気
づ
き
な
ど
。
こ
の
4
月

に
ス
タ
ー
ト
す
る
第
6
次
総
合

計
画
に
掲
げ
る
町
の
将
来
像
は

「
未
来
に
羽
ば
た
く　

夢
と
希

望
の
あ
る　
健
康
な
郷ま

土ち

」
と

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
以
前
に
戻

る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
機
に

よ
り
良
い
町
に
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
町
民
一
丸

と
な
っ
て
歩
み
出
し
た
い
。

 

反
対
討
論　渡

辺
　
正
男

　
仮
算
定
に
よ
る
県
へ
の
納
付
金

は
、
４
億
１
８
６
８
万
円
と
、
ほ

ぼ
前
年
度
水
準
。
保
険
税
は
据
え

置
き
と
し
た
が
、
前
年
度
同
様
、

基
金
活
用
で
の
被
保
険
者
の
負
担

軽
減
、
３
方
式
移
行
に
向
け
て
の

段
階
的
資
産
割
見
直
し
に
も
踏
み

込
ん
で
い
な
い
。
納
付
金
額
に
応

じ
た
算
定
だ
け
し
か
し
な
い
の
な

ら
、
基
金
を
貯
め
て
お
く
必
要
は

全
く
な
い
。
被
保
険
者
１
人
当
た

り
７
万
円
以
上
に
も
膨
れ
上
が
っ

た
基
金
は
、
速
や
か
に
保
険
税
の

負
担
軽
減
に
充
て
る
べ
き
。

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

 

反
対
討
論　渡

辺
　
正
男

　
３
年
に
1
度
の
保
険
料
改
定
の

年
だ
が
、
据
え
置
き
が
前
提
の
予

算
と
な
っ
て
い
る
。
前
期
は
、
保

険
給
付
費
を
多
く
見
す
ぎ
る
あ
ま

り
、
保
険
料
を
高
く
設
定
し
す
ぎ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
実
態
。

基
金
残
高
は
、
２
億
２
０
０
０
万

円
、
１
人
当
た
り
４
万
４
０
０
０

円
以
上
に
も
上
る
。
そ
れ
は
そ
っ

く
り
第
1
号
被
保
険
者
の
み
な
さ

ん
の
過
大
負
担
分
で
あ
り
、
痛
み

そ
の
も
の
だ
。
給
付
に
見
合
う
、

思
い
切
っ
た
保
険
料
減
額
に
踏
み

込
む
べ
き
だ
っ
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

（仮）すがかわふれあいセンター完成予想図
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あの意見どうなった？

議
会
が
付
し
た
令
和
２
年
度
当
初
予
算
審

査
意
見
（
部
会
意
見
）
へ
の
対
応
の
現
況

あ
の
意
見

　
ど
う
な
っ
た
？

　
昨
年
の
令
和
２
年
度
の
審
査
意
見
に
対
し
、
町
が
ど
う
取
り

組
ん
で
き
た
の
か
、
令
和
３
年
度
予
算
審
査
の
前
に
現
況
報
告

の
あ
っ
た
も
の
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

令和元年東日本台風（台風19号）・寡雪・新型コロナウイルス感染症に
よる町内への影響を的確に把握し、対応に万全を期すこと。

【税務課】
　令和２年度の地方税の猶予申請は 42 件、
約 7860 万円。令和２年度の国民健康保
険税の減免申請は、約 236 万円。令和３
年度の固定資産税減免申請は、途中ですが
約２億 8200 万円。

【農林課】
　①農業用施設災害（国補） 菅・寒沢地区

　　　　　　　　　　　　　177 万円
　②農業用施設災害（町単） 水路 11 か所

　　376 万円
　③林道災害（国補） ６か所 5212 万円
　④林道災害（町単）　 ６か所　966 万円
　⑤その他　　　　　坪入線、菅入線（県）

【観光商工課】
　観光連盟、商工会、飲食店組合等の要望
事項等をもとに施策を決定。適宜事業内容

を修正。
　クーポン券事業の拡充、保証料及び利子
補給延長、飲食店支援事業、観光地組織維
持支援など。　

【建設水道課】
　復旧工事は一部を除き完了、伊沢川の復
旧は令和３年度も継続。

老朽化した空き家への対策は、計画に沿って確実に実行すること。

　再度職員で現地確認を実施、
令和３年1月で 232 件、３
年２月 17 日に空き家対策協
議会を開催。

就学援助費については、入学前に支給できるように制度の改善をはかること。
　３月中に支給するための要綱等関係規定の一部改正を行い、令和４年度入学の児童・
生徒から支給できるようにします。

消防団の再編に向けては、地元意見を十分聞きながら進めること。

　区長会や消防防災委員会、各分団で再編
案を検討して決定。令和４年４月を目指し
再編を進めます。
消防団組織再編（案）
　東部分団
　・区の単位で統合、3 部とする。
　・湯河原器具置場は、上条部と調整。
　・志賀車は現状維持。渋車は令和６年度
　　まで渋部で運用、更新する場合は志賀
　　以外の東部分団で運用。
　・小型ポンプ付軽積載車は現状維持。
　南部分団
　・全て統合し、1 部とする。
　・南部車は佐野部で担当。佐野部の小型ポ
　　ンプ付軽積載車（角間配置）は引き上げ。

　西部分団
　・将来的に全て統合し1部とする。当面、
　　部の定員を含め現状維持。
　北部分団
　・組織は現状維持。

復旧された護岸（寒沢）

星川部管轄の湯河原器具置場

※（　）は空家対策計画策定時（平成31年３月）
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みんなのひろば

み
ん
な
の

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

編
集
後
記

　
い
よ
い
よ
4
月
、
新
年
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。
新
入
園
児
そ

し
て
小
中
学
校
の
新
入
生
の
み

な
さ
ん
に
「
お
め
で
と
う
」
と

心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

元
気
で
仲
良
く
楽
し
い
日
々
が

送
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
4
月
1
日
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
聖
火
リ
レ
ー
が
世
界
平
和

観
音
か
ら
役
場
ま
で
の
間
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
夏
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
何
事
も
な
く
盛
大

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
ま
だ
ま
だ
全
国
的
に
ま
た
、

近
隣
市
町
村
で
も
発
症
し
て
い

て
収
束
ま
で
は
程
遠
い
感
が
あ

り
ま
す
が
、
当
町
で
も
間
も
な

く
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
る
こ

と
で
、
落
ち
着
い
た
日
々
の
生

活
が
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
西　
宗
亮
）

　
他
に
、
未
使
用
の
「
不
老

の
櫻
」
と
記
さ
れ
た
絵
葉
書

も
入
手
し
ま
し
た
。
葉
桜
に

は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
形
か

ら
同
じ
木
と
分
か
り
ま
す
。

「
地
蔵
の
桜
」
は
別
名
「
不

老
の
桜
」
で
し
た
。

　
湯
田
中
の
よ
ろ
づ
や
さ
ん

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
、明
治
13
年
の「
信

州
湯
田
中
温
泉
之
略
図
」
に

は
、
地
蔵
の
祠ほ

こ
ら

と
と
も
に
大

き
な
桜
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 　

蟻
川
図
書
館
の
蔵
書
「
下

高
井
繁
昌
記
」
（
編
者
＝
佐

藤
嘉
市
氏
・
明
治
36
年
発
行
、

昭
和
51
年
北
信
ロ
ー
カ
ル
社

再
発
行
）
に
は
「
田
中
温

泉
」
の
説
明
文
に
「
湯
乃
南

の
方
星
川
の
ほ
と
り
に
櫻
の

老
木
あ
り
櫻
花
の
時
は
奇
木

愛
す
べ
志
」
と
の
記
述
が
あ

り
ま
す
。
写
真（
右
）も
「
湯

田
中
名
所
不
老
桜
」
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

人
気
の
観
光
名
所
だ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

ま
た
、昭
和
初
期
の
も
の

と
思
わ
れ
る
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト「
湯
田
中
温
泉
」（
湯
田

中
温
泉
旅
館
組
合
発
行
）の

鳥ち
ょ
う
か
ん
ず

瞰
図（
上
）に
は「
不
老
桜
」

と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、そ
の
後
昭
和
５
年
の

「
長
野
電
鉄
沿
線
温
泉
名
所

交
通
鳥
瞰
図
」（
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
・
ネ

ッ
ト
上
で
公
開
）で
は
、柵
で

囲
ま
れ
た
枯
れ
木
の
よ
う
な

大
木
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま

す
。名
称
も
消
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、そ
の
頃
に
は
大
分

弱
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
１
０

０
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
絵
葉

書
の
よ
う
に
立
派
な
花
を
咲

か
せ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
絵
葉
書
の
桜
の
太
さ
や
大

き
さ
か
ら
見
て
、
樹
齢
数
百

年
の
古
木
だ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
と
す
れ
ば
、
湯
田
中

温
泉
と
深
い
縁
の
あ
る
俳
人

小
林
一
茶
が
、
逗と

う
り
ゅ
う留

中
に
こ

の
桜
を
愛
で
て
い
た
の
で
は

な
い
か
？
と
い
う
思
い
が
湧

い
て
き
ま
す
。
桜
を
詠
ん
だ

作
品
を
数
多
く
遺の

こ

し
て
い
る

一
茶
の
こ
と
で
す
。
こ
の
桜

を
詠
ん
で
い
て
も
不
思
議
は

あ
り
ま
せ
ん（
次
回
に
続
く
）。

　

春
は
桜
。
桜
の
「
さ
」
は
稲
（
さ
）
の
神
様
、

「
く
ら
」
は
、
神
様
の
居
場
所
で
あ
る
「
御
座
」

を
意
味
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
桜
の
開
花
は
稲

の
種
も
み
を
蒔
く
合
図
と
も
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
稲
作
文
化
を
築
い
て
き
た
日
本
人
に
と
っ

て
、
桜
は
特
別
な
存
在
で
す
。
ま
た
、
古
く
か

ら
桜
は
、
満
開
の
雅み

や
び

な
様
と
散
り
際
の
潔
さ
か

ら
、
諸
行
無
常
の
感
覚
に
た
と
え
ら
れ
、
儚は

か
な

い

人
生
を
投
影
す
る
対
象
と
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
偶
然
手
に
入
っ
た
「
信
州
湯
田
中

温
泉
地
蔵
之
櫻
」
と
い
う
大
正
６
（
１
９
１
７
）

年
と
思
わ
れ
る
消
印
の
あ
る
一
枚
の
古
い
写
真

絵
葉
書（
左
）か
ら
、
か
つ
て
温
泉
街
に
存
在
し

た
古
木
の
桜
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

観
光
名
所
だ
っ
た

地
蔵
の
桜

小
林
一
茶
も

　
桜
を
愛
で
た
？

古
いにしえ

の桜に思いを馳
は

せる（その１）

　　　　　　　湯田中温泉名勝地蔵の桜（不老桜）


